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間伐が水源かん養機能に及ぼす 

影響を調査する取組みについて 
（水源林効果検証モデル事業）  

岐阜県 

H29.3.24 



背景と目的 

・岐阜県は「環境保全林整備事業」による水源林等の間伐を実施中。 

・施策の意義・効果を県民に正しく伝える必要がある。 

・間伐の実施によって水源かん養機能がどの程度変化するのかを、 

 長期間継続したモニタリング調査を通じて検証する。 

＜水源林効果検証モデル事業＞ 

方法 

 間伐を実施した小流域と、無間伐の小流域を対象として、林内雨量 

や河川流出量等を調査し比較する。 

                （ H28年度から対照流域法による検証を開始 ） 



調査地 

岐阜 

高山 

下呂 

森林研究所 

調査地 ： 岐阜県 加茂郡 白川町 

 標 高 ： 600～700ｍ ， 県有林    

 年間降水量： 2,109mm （黒川観測所，平年値） 

 年平均気温： 7.0℃   （黒川観測所，平年値） 

 小流域の概要：   

区分 間伐流域 無間伐流域 

面積 ５．３ｈａ   ４．８ｈａ   

流域内 
の樹種 

 ヒノキ、スギ、 
 その他Ｌ 

 ヒノキ、スギ、 
 その他Ｌ 

履歴  Ｈ16年に間伐  Ｈ15年に間伐 

  
 Ｈ28年1月から 
 Ｈ28年3月初め 
 にかけて伐採 

 以後、施業なし 

調査地の概要 

（大洞 県民の山） 

（ 対照流域法 ） 



調査する項目  

降水 

蒸発・蒸散 

樹幹流 

森林土壌 

渓
流 

浸透 

渓流水 

林内雨 

林内雨量 

樹幹流下量 

林外（裸地）雨量 

土壌水分量 

流出水量 

※Ｈ２８年６月に設置 

（量水堰)  (水位（水圧）計測） 

（土壌水分計） 

（転倒マス式雨量計） 

（樹冠通過雨量） 



間伐予定区（5.3ha）

対照区（4.8ha）

流量計

ヒノキ林内
林内雨量計
樹幹流量計
土壌水分計

雨量計

調査地の配置 

間伐流域（5.3ｈａ） 

無間伐流域（4.8ｈａ） 

県有林範囲 
（大洞県民の山） 

間伐 
した 
小流域 

無間伐 
の 

小流域 林外（裸地）雨量 
流出水量 

林内雨量 

樹幹流下量 

土壌水分量 

測定機器 
設置箇所 

ヒノキの 
過密林分 
を選定 

（ 設置数 ） 

（各１０） 

（各６） 

（各６ 
ｾﾝｻｰ） 



調査用プロットの詳細（林内雨量・樹幹流下量・土壌水分量の測定用） 

    間伐流域の調査プロット   無間伐流域の調査プロット 

面積   面積 ４２１．０㎡   （標高： 約780ｍ）   面積 ５４５．９㎡   （標高: 約600ｍ） 

傾斜等   傾斜 約４３°北東向き斜面   傾斜 約４４°西南西向き斜面 

履歴   
Ｈ１６年間伐 

 

 Ｈ２７年１月から 
 Ｈ２７年３月初め 
 に間伐 

  
Ｈ１５年間伐 
 以後、施業なし 

樹種・林齢 
 及び本数 

  ヒノキ ５２年生     ヒノキ ５４年生 ８２本 

     ７０本   ４９本   スギ （林齢不明）  ２本 

立木密度   １,６６３ 本／ha    １,１６４ 本／ha    １,５３９ 本／ha （ｽｷﾞ2本含む） 

平均胸高直径，   DBH ２１．７ｃｍ   DBH ２１．８ｃｍ   DBH ２２．０ｃｍ  

樹高，枝下高   H 18.5m  ,   Hb 12.5m   H 18.4m ,    Hb 12.3m   H 18.8m  ,    Hb  12.9m 

            

樹幹面積の合計   ４２５．０ ㎡     ３０２．９ ㎡   ７７８．１ ㎡ （ｽｷﾞ2本含む） 

            

 
 
 
 

 

  

 
 
 
 

※林外雨量の箇所 

 
 
 
 
道の転回スペース（尾根上） 

間 伐 前 間 伐 後 

本数間伐率 
は３０％ 

樹幹面積合計 
は２８％減少 

※林外雨は、尾根上の 
 裸地部（作業道の転回 
 用の広場）に雨量計を 
 設置して測定。 
 
※流出水量の算出（補正） 
 に用いる大気圧も同箇所 
 で測定。 
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※グラフ化期間 ：  
 Ｈ２８年 ６月２１日  
 ～１２月１９日分まで 
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日降水量（林外雨量，林内雨量） 

※雨量は 

 １ｍ2当り 

  に換算 

  したもの 

（１ｍ2当換算） 結果   （１）－１ 林外雨量と林内雨量  （日降水量） 
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（１）－２ 林外雨量と林内雨量  （積算雨量） 

日降水量 および 積算雨量の推移 （林外雨量，林内雨量） 
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（１ｍ2当換算） 

林内雨量 
 

間伐流域  ＞ 無間伐流域 



（２）樹幹流下量 

日流下量（樹幹流下量） 

（ 樹冠面積 １ｍ2当換算 ） 
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夏季に樹幹流下量 
が少なく、秋以降 

から増加 

樹幹流下量（秋以降） 
間伐流域  ＞ 無間伐流域 



（３）土壌水分量  

（年月日） 土壌水分（％）の推移 
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（参考） 林外雨量との比較 

夏季の少雨時に、無間伐流域側
で土壌水分が減少 

（今度、毎年発生する事象なの
かどうか確認していく 



（４）流出水量に係る推移（量水堰の水圧） 

（年月日） 

水圧 
 （大気圧補正後） 

水位 
に換算 

水位と、流量（ﾘｯﾄﾙ／秒）の実測値から 
「水位－流量曲線」を作成 

流量の 
推移を算出 
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（参考） 林外雨量との比較 

林外雨量 

量水堰の水圧 

今後、流量を算出し、両流域を比較する 
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今後の課題・取組み 
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ポイント２：流出水量の検証 
  今後、水位と流量の実測値を増やすことにより、水量算出の 
 精度を高め、流出水量の検証を行う。 

ポイント１：樹冠遮断量等の検証 
  今後、 林地に到達する雨量（＝林内雨量＋樹幹流下量） 
 と林外雨との差を用いて、樹幹遮断量等の検証を行う。 

ポイント３：設置物や機器の保守の強化 
 保守を強化する  ・雨量計：落葉、虫等の侵入による不具合、記録ロガーの故障の軽減 
   ことにより   ・量水堰：渓流の上流から流れてくる枝・土砂による水位への影響の軽減 

＜仮説＞   
 間伐によって、樹幹遮断量（ ＝蒸発量・蒸散量 ）が減少 
    ⇒林地に到達する降雨の量が増加 
       ⇒森林からの流出量が増加 
          ⇒流出量が平準化 

              （降水時の流量を抑える、 
                   無降水時の流量を減らさない） 

間伐が水源かん養機能に及ぼす影響 
 を明らかにするために 


